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フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
特
別
鑑
賞
会
で
は、
毎
週一

回
水
圃
日
に、
歴
史
的
な
価
値
の
あ
る
芸
術
性
盛
か
な
古
典
映

画
を
上
映
し、
現
在
ま
で
に
日
本
を
は
じ
め、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ

ン
ス
・
イ
ク
リ
ア
・
ソ
ヴ
ェ
ト
の
作
品
を
と
り
上
げ
て
き
ま
し

か
が、
今
回
は
そ
の
第一
三
回
と
し
て
ド
イ
ツ
の
サ
イ
レ
ン
ト

「
フ
ァ
ウ
ス
ト」
を
鑑
賞
す
る
こ
と
と
し、
今
回
か
ら一
般
の

要
望
に
よ
り
毎
週
日
曜
日
に
も
（
毎
週
日
・
水
曜
日一一
時）
上

映
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た。

「
フ
ァ
ウ
ス
ト」
は、
ド
イ
ツ
の
ウ
ー
フ
ァ
社一
九
二
六
（
大

正
ご
5

年
度
の
作
品
で、
我
が
国
で
は一
九
二
八（
昭
和一―-）

巴―一
月一
日
に、
武
蔵
野
館
と
帝
国
館
で
封
切
（
田
口
商
店
稲

入）
そ
れ
ま
し
た
が、
監
督
ム
ル
ナ
ウ
と
主
演
ャ
ニ
ン
グ
ス
の

組
合
ャ
は
大
い
に
人
気
を
集
め
ま
し
た。

フ
ァ
ウ
ス
ト

．

一

0
巻

一
九
二
六
年
独
逸
ウ
ー
フ
ァ
社
作
品
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『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』

鑑
賞
会
に
つ
い
て

「
フ
ァ
ウ
ス
ト」
と
い
え
ば、
誰
し
も
ド
イ
ツ
の
文
濠
ゲ
ー
テ

の
批
界
的
な
名
fl
「
フ
ァ
ウ
ス
ト」
を
考
え
る
こ
と
で
し
ょ
う

こ
の
映
画
は
中
tU
ド
イ
ツ
の
伝
説
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士」
を
基

と
し
て、
ゲ
ー
テ
を
は
じ
め
多
く
の
異
本
を
参
考
に
し
な
が
ら

脚
色
し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が、
念
の
た
め
当
時
の
キ
ネ
マ
旬

報
第
二
八
八
（一
九
二
八
年
三
月一
日）
号
か
ら
梗
概
を
紹
介

し
て
み
ま
し
上
う。

略
筋
ー
ー
天
使
け
悪
脱
と
賭
け
を
し
た
の
で
あ
っ
た。
若
し
汝

地
上
に
降
り
て
あ
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
の
魂
を
汚
し
そ
の
「
善」
を

悉
く
滅
し
た
ら
ん
に
は、
地
上
は
汝
が
所
有
す
る
所
た
ら
ん、

と。
そ
し
て
悪
腐
は
地
上
へ
と
降
り
て
行
っ
た。
悪
腐
は
フ
ァ

ウ
ス
ト
の
住
む
町
に
そ
の
妖
術
と
呪
と
を
以
て
疫
病
を
蔓
ら
せ

た。
人
々
は
次
か
ら
次
に
と
疫
病
の
為
め
に
死
ん
で
行
っ
た。

偉
大
な
る
化
年
者、
医
学
者
た
る
フ
ァ．
ウ
ス
ト
縛
士
の
力
を
以

て
し
て
も．
そ
の
疫
病
の
伝
擢
を
止
め
る
術
は、
死
に
行
く
人

を
此
世
に
繋
き
留
め
る
術
は
求
め
得
な
か
っ
た。
彼
は
絶
望
の

余
り・
神
を
呪
ひ
天
を
呪
ひ、
そ
し
て
邸
の
力
に
心
ひ
か
れ
始

め
ナ。
そ
の
時、
メ
フ
ィ
ス
ト
は
姿
を
現
は
し、
彼
の
不
滅
の

霊
魂
に
対
し、
地
上
の
凡
て
の
力
を
与
ふ
る
取
引
を
以
て
彼
を

誘
惑
し
た
C

フ
ァ
ウ
ヌ
ト
は
そ
れ
に
よ
っ
て
死
者
を
蔀
生
せ
し

む
る
事
ヵ
出
来
た
が、
聖
な
る
も
の
を
失
っ
ナ
彼
は
十
字
架
に

恐
れ
を
抱
い
た。
人
々
は
彼
に
石
を
投
じ
た。
此
の
世
に
生
き

永
ら
へ
る
事
に
営
悪
を
感
じ
た
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
毒
杯
を
仰
が
う

と
す
る。
時
に
再
び
メ
フ
ィ
ス
ト
は
姿
を
現
は
し、
青
春
時
代

の
幻
を
以
て
彼
を
誘
惑
し
た。
悪
殷
の
誘
惑
に
負
け
た
彼
は
そ

¢
云
ふ
が
尽
に
な
っ
た。
青
春
の
費
公
子
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
メ
フ

ィ
ス
ト
の
助
け
を
得
て
地
上
の
凡
ゆ
る
撒
楽
を
味
っ
た。
が、

彼
の
心
に
未
だ
善
は
残
っ
て
ゐ
た。
彼
は
故
郷へ
帰
り
た
く
な

っ
た。
故
郷
で
彼
は
消
き
処
女
グ
レ
ー
チ
ヘ
ン
を
知
っ
た。
メ

フ
ィ
ス
ト
の
助
け
に
よ
っ
て
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
彼
女
を
己
が
物
と

し
た。
が、
そ
の
為
め
に
彼
女
の
母
と
兄
と
は
死
ん
だ。
そ
し

て
彼
女
は
人
々
か
ら
罵
ら
れ
恥
し
め
ら
れ
た
そ
の
上
彼
女
は
生

れ
た
子
を
雪
の
夜
に
死
に
至
ら
し
め
た
事
か
ら
赤
坊
殺
し
と
し

て
焚
刑
に
処
ぜ
ら
れ
様
と
し
た。
そ
の
刹
那
に
悔
ひ
改
め
た
フ

ァ
ウ
ス
ト
は
昔
の
白
髪
の
老
人
の
姿
で
馳
け
つ
け
た。
炎
の
中

で
1一
人
が
抱
き
合
っ
た
時、
再
び
フ
ァ
ウ
ス
ト
に
輝
か
し
い
青

春
が
帰
っ
て
来
た。
愛
の
勝
利
で
あ
っ
た。
二
人
の
霊
体
は
天

国
の
門
を
く
ぐ
っ
た
の
で
あ
る。

当
時
の
反
糊
の一
端
と
し
て
キ
ネ
マ
旬
報
第
二
八
九
（一
九

ニ
八
年
三
月―
一
日）
号
所
載
の
木
村
千
疋
男
氏
の
批
評
の一

部
を
引
用
し
て
み
ま
す
と

1

（
前
略）
監
督
ム
ル
ナ
ウ
の
見
事
な
描
写
力、
背
最
建
築、
演
技

キ
ャ
メ
ラ
ワ
ー
ク、
照
明
等
総
て
水
準
を
抜
い
た
水
際
だ
っ
た

映
画
技
功
は、
そ
の
技
巧
の
質
謙
感
ゃ
暢
蓬
さ
に
於
い
て
私
を

慇
心
さ
せ
た。
が
こ
れ
は
必
ず
し
も
キ
ー
ザ
ー
を
難
ず
る
訳
で

は
な
い
が、
天
上
界
と
人
間
界
と
の
融
和
が
成
功
し
て
ゐ
な
い

こ
と
ー
|
其
結
果
描
写
的
な
蔦
味
で
な
く
梱
成
的
な
惹
味
で
隈

々
そ
の
効
果
に
混
乱
を
生
じ
て
ゐ
る。
公
中
略）

ャ
ニ
ン
グ
ス
の
メ
フ
ィ
ス
ト
は
フ
ァ
ウ
ス
ト
が
若
さ
を
得
る

迄
の
プ
ロ
ロ
グ
に
於
い
て
見
事
で
あ
る。
ェ
ク
マ
ン
や
ホ
ル
ン

は
演
技
と
し
て
取
立
て
て
言
ふ
ぺ
き
ほ
ど
の
も
の
が
な
い
が、

そ
の
美
し
さ
可
憐
さ
な
ど
は
甚
だ
好
感
を
与
へ
る。
記
し
て
お

き
度
い
の
は
字
幕
文
の
美
し
さ
で、
欧
州
物
に
は
珍
ら
し
い
立

脈
な
文
章
と
思
へ
た。

（
引
用
文
の
仮
名．つ
か
い
は
す
べ
て
原
文
の
ま
ま）

フ
ァ
ウ
ス
ト
と
そ
の
周
囲

―
フ
ァ
ウ
ス
ト」
は、
ド
イ
ツ
ウ
ー
フ
ァ
の一
九
二
六
年
の
作

品
で
あ
る。
こ
の一
九
二
六
年
と
い
う
年
は、
ド
イ
ッ
映
画
に

と
っ
て、
一
口
に
い
え
ば、
第一
期
黄
金
時
代
の
終
焉
を
意
味

ナ
る
年
で
あ
っ
た。
第一
次
大
戦
後、
敗
戦
の
困
窮
の
中
か
ら

「
カ
リ
ガ
リ
博
士」（一
九一
九）
の
表
現
主
義
に
始
ま
る
ド
イ

ツ
映
画
の
目
ざ
ま
し
い
輿
降
は、
相
次
ぐ
表
現
主
義
映
画
と
工

ル
ン
ス
ト
·
ル
ビ
ッ
チ
ュ
の一
連
の
王
剌
物
を
経
て、
一
九
二

四
年
に
な
る
と、
フ
リ
ッ
ツ
・
ラ
ン
ゲ
の「
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト」

や
「
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト
の
復
讐」
の
よ
う
な
壮
大
な
作
品
を
生

み、
二
五
年
に
は
F
.

w
．
ム
ル
ナ
ウ
の
無
字
幕
映
画
の
傑
作

「
最
後
の
人」
や、
大
胆
な
愛
欲
描
写
に
評
判
と
な
っ
た
E
.

A
・
デ
ュ
ポ
ン
の「
ヴ
ァ
リ
エ
テ」、
G
.
w
．．ハ
プ
ス
ト
が
そ

の
鋭
利
な
社
会
感
党
で
早
く
も
注
目
を
俗
び
た「
喜
び
な
き
街」

な
ど
が
現
れ
て、
ド
イ
ッ
映
画
は
そ
の
最
盛
期
を
築
き
上
げ



た。
と
こ
ろ
が、
二
六
年
に
な
る
と、
ア
メ
リ
カ
の
秩
極
的
な

ド
ル
の
招
き
に
応
じ
て、
ム
ル
ナ
ウ
も、
デ
ュ
ボ
ン
も、
そ
し

て
ま
た、
そ
れ
ま
で
ド
イ
ッ
映
画
の
傑
作
と
言
わ
れ
る
も
の
の

大
部
分
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
来
た
ウ
ー
フ
ァ
の
製
作
責
任
者

エ
リ
ッ
ヒ・
ボ
マ
ー
ま
で
も、
揃
っ
て
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
人
と
な
っ

た。
ル
ビ
ッ
チ
ュ
や
ス
ク
ー
の
ボ
ー
ラ
・
ネ
グ
リ
は
既
に
そ
の

前
に
渡
米
し
て
い
た。
俳
優
で
は
エ
ミ
ー
ル
・
ャ
ニ
ン
グ
ス
と

コ
ン
ラ
ー
ト・
フ
ァ
イ
ト
が
共
に
翌
二
七
年
大
西
洋
を
渡
っ
たc

こ
う
し
て
ド
イ
ッ
映
画
界
は一
九
二
六
年
を
境
に
俄
か
に
淋
し

ぃ
q
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る。
も
っ
と
も，
こ
の
大
異
変
で
さ

え、
ト
ー
キ
ー
ヘ
の
変
革
を
は
さ
ん
で
そ
れ
か
ら
七
年
後
の
一

九
三
三
年、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
率
い
る
ナ
チ
政
権
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ

系
や
外
国
藉
映
画
人
の
一
斉
追
放
と
い
う
大
嵐
に
較
べ
れ
ば、

そ
の
受
け
た
傷
の
広
さ
と
深
さ
に
お
い
て、
も
の
の
数
で
は
な

か
っ
た
が；．．．．．
 ；：
0

こ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト」
は、
こ
ん
な
わ
け
で、
監
督
の
ム
Iv

ナ
ウ
に
し
て
も、
主
演
の
ャ
ニ
ン
ゲ
ス
に
し
て
も、「
最
後
の
人」

の
大
成
功
の
あ
と
を
う
け
て、
渡
米
寸
前
の
作
品
で
あ
り、
こ

の
年、
こ
の
二
人
は
も
う一
っ
モ
リ
エ
ー
ル
原
作
の
「
ク
ル
テ

ュ
こ
を
発
表
し
て、
大
西
洋
上
の
ti

片
道
船
客”
と
な
っ
た

の
で
あ
る。

ム
ル
ナ
ウ
は．
一
九一
九
年
映
画
界
に
入
っ
て
以
来、
表
現

主
義
の
影
帯
を
強
く
受
け、
「
ジ
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏」
（
ニ

ご、「
ノ
ス
フ
ェ
ラ
ト
ゥ」（―
二
、
我
が
国
未
輸
入）、「
フ
ァ
ン

ト
ム」（
三―-）
な
ど
表
現
派
的
な
怪
奇
趣
味
の
作
品
を
発
表
し

た
が、
次
第
に，ャ
う
し
た
傾
向
か
ら
脱
し
て、
遂
に、
老
い
さ

ら
ば
え
が
老
ポ
ー
ク
ー
の
悲
哀
を
練
達
し
た
技
巧
で
描
く
無
字

幕
映
画
の
金
字
塔「
骰
後
の
人」
に
到
逹
し
た。
こ
の
「
フ
ァ
ウ

ス
ト」
は、
そ
れ
に
続
く「
ク
ル
テ
ュ
フ」
と
共
に
再
び
誇
張
さ

れ
た
様
式
的
な
表
現
に
逆
戻
り
し
た
作
品
と
し
て、
「
最
後
の

人」
の
絶
讃
の
後
だ
け
に
あ
ま
り
評
判
は
よ
く
な
か
っ
た
が、

ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト」
と
い
う
も
の
は、
我

々
日
本
人
に
と
っ
て
の「
勧
進
帳」
や
「
忠
臣
蔵」
の
よ
う
に、
い

わ
ば
国
民
的
道
義
の
根
底
に
ま
で
強
い
影
薔
を
与
え
て
い
る
古

典
で
あ
る
か
ら、
そ
の
気
負
っ
た
様
式
的
な
運
び
に
な
じ
め
な

い
か
ら
と
言
っ
て、
軽
々
に
批
判
し
去
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

晶
）

—
ー，

ぷ

た
だ
こ
こ
で
は
っ
き
11
言
え
る
こ
と
は、
そ
の
気
負
い
方
が
い

か
に
も
ド
イ
ッ
的
な
神
祗
性
を
帯
び
た、
野
心
満
々
の
第一
級

の
気
負
い
方
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る。
渡
米
し
て
が
ら
の
ム
IV

ナ
ウ
は、
第一
作「
サ
ン
ラ
イ
ズ」（
二
七）
が
視
筒
的
表
現
の
極

致
と
し
て
絶
讃
さ
れ
た
だ
け
で、
そ
の
後
は
「
四
人
の
悪
閥」

（
l

-

八）、「
ス
ト
リ
ー
ト
・
ガ
ー
ル」（―-
九）
と
さ
っ
ば
り
振
わ

ず、
ト
ー
キ
ー
ヘ
の
移
り
変
り
と
共
に、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
＾

テ
（
と
結
ん
で
実
写
映
画「
ク
ブ
ウ」（
三
一
）
に
活
路
を
求
め
た

が、
そ
の
完
成
寸
前
の一
九
三
一
年
三
月
―
―
日、
自
動
車
事

故
で
こ
の
批
を
夫
っ
た。

ャ
ニ
ン
ゲ
ス
は、
一
九一
五
年、
IV
ビ
ッ
チ
ュ
の
す
す
め
で

舞
台
が
ら
映
画
界
入
り
し
て
以
来、
「パ
ッ
ジ
ョ
ン」(-
九）、

「
デ
セ
プ
シ
ョ
ン」(―1
0)、「
フ
ァ
ラ
オ
の
恋」(―
ニ―)、
「
ピ
ー

ク
ー
大
帝」(-
三〕、「
裏
街
の
怪
老
窟」（
二
四)‘「
最
後
の
人」

（
二
五）
な
ど
多
数
の
映
画
に
主
演
し、
名
実
共
に
ド
イ
ッ
映
画

界
を
脊
負
う
大
ス
ク
ー
と
な
り、「
肉
体
の
道」（
二
八）「
最
後
の

命
令」（―-
八）
の
二
作
で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
槌
得
し
た
が、
ト

ー
キ
ー
の
訪
れ
と
共
に、
二
九
年
に
は
早
く
も
帰
独
し
て、「
嘆

き
の
天
使」(=1
0)、「
黒
鯨
亭」(-＝
四）
な
ど
に
建
在
を
誇
っ
た

し
か
し、
ナ
チ
の
時
代
と
な
っ
て
か
ら
は「
プ
ロ
ン
ャ
の
旗
風」

（
三
四）
の
よ
う
な
露
骨
な
宣
伝
映
画
に
協
力、「
毀
れ
た
瓶」（
三

七）
「
ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ」（
三
九）
の
名
演
は
我
が
国
に
は
公

開
さ
れ
な
か
っ
た
が、「
支
配
者」
(
-
l一
六）、「
世
界
に
告
ぐ」
（
四

ご
と、
い
よ
い
よ
露
骨
な
宣
伝
映
画
に
主
演
し
た
ば
か
り
か、

同
時
に
自
ら．フ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
釆
配
を
振
っ
た
た
め、

第一一
次
大
戦
の
敗
戦
と
共
に
追
放
さ
れ、
そ
の
後
帰
り
咲
く
こ

と
な
く一
九
五
0
年一
月
二
日
オ
ー
ス
ト
リ
イ
の
隠
居
先
で
病

死
し
た。

カ
ミ
ラ
・
ホ
ル
ン
は、
ム
ル
ナ
ウ
に
見
出
さ
れ
て
こ
の
「
フ

ァ
ウ
ス
ト」
で一
躍
大
役
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
幸
運
の
ス
ク

ー、
一
度
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
行
っ
て
が
ら
ま
た
ド
イ
ツ
に
戻
り、

ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ェ
ー
デ
が
ド
イ
ツ
で
作
っ
た
「
旅
す
る
人
々
J

(-＝
八）
に
出
て
い
た
が、
近
況
は
ゲ
ス
ク
・
H

ッ
ク
マ
ン
と
共

に
詳
5

で
な
い。
こ
の
映
画
で
端
正
な
男
ぶ
り
を
見
せ
る
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ク
ー
＞
は、
今
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
監
督
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
デ
ィ
ク
ー
レ
の
三
十
年
近
く
前

の
姿
に
ほ
か
な
ら
な
い。

（
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
雖
営
委
員
ー
ー
清
水


